
九
巻

私
の
夢
は
無
価
値
で
あ
り
、
私
の
一
一
一
一
川
闘
は
ゴ
ミ
に
等
[
ノ¥

レ
」
4
b
h仏

も
し
、
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
:
・
。

私
の
目
標
達
成
は
不
可
能
で
あ
る
。

地
区!
は

い
か
に
精
密
で
あ
ろ
う
と
も
、

地
M
門
れ
身
が
、

そ
の
持
ち
、
五
を

J

イ
ン
チ
た
り
と
も
運
ぶ
こ
と
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私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

は
で
き
な
い
。
法
律
書
が、

い
か
に
公
正
に
出
か
れ
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

一
件
た
り
と

そ
の
ま
ま
で
は

一
ペ
ニ
ー
も
稼
ぎ
は
し

法
律
書
自
身
が
、

も
犯
罪
を
防
い
だ
こ
と
は
な
い
。
私
の
持

っ
て
い
る
巻
物
で
さ
え
、

カ
ヮ
さ
い

な
い
し
、
喝
采
の

J

一一一
日
葉
ひ
と
つ
を
生
み
だ
す
わ
け
で
も
な
い
。

行
動
、
こ
れ
の
み
が
可
能
へ
の
点
火
材
ヘ
火
を
つ
け
る
の
地
問
も
法
律
書
も
、
こ
の
巻
物
も
、
私
の
夢
も
、

計
画
も
、
目
標
も
、
こ
れ
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
命
を
吹
き
こ
ま
れ
、
動
き
だ
す
の
行
動
こ
そ
、
成
功
へ
の
栄

養
剤
と
な
る
食
べ
物
で
あ
り
、
飲
み
物
で
あ
る
。



て 身り 恐と はこ

きは り れは とそや司 、のは

うす私勢め 今
る ョの

心。 、 、

だの。 ははだ
。よ 行、ち

、'‘ 動ホにつ
に恐と感為行はに しタ

ホは
タな ~ l の
}~る

とき。 うの服かも日。のま
よい き方、.. 

つ 。 喝を
さ披h にた

91 の 間説JI
き j二 の と

え 、 のてで 陽し、
光て
の 41
'];-"き
でよ

て も
匂偽

つ
世長

CI 

なま 、せ
る .~ . :)ホ

キ てタ
をョ 見ル

えは
るく にがる す隊 Q..._.". つ

す 行ほん 」ね
_A 

どで
のい 。 J る

、
る 動

をと を
とはき 起..，. 
1 4 矢口、 」岨 司?

そカミ ?‘F、 つ
」た

のよつ 、 ιT れ
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私
は
、
今
、
た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

リ
山
中
品
、

司
冒
何
回
目
，
I
U
E

今
日
な
す
べ
き
こ
と
は
今
日
や
る
。
そ
れ
を

m
u
に
持
ち
こ
ま
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

私
に
と
っ
て
、

明
日
と
い
う
日
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
結
果
と
し
JL

、
れ
い
十
一
削
や
成
功
が
も
た
ら
さ
れ
な
く
て
も
、
私

は
行
動
す
る
こ
と
を
や
め
な
い
。
何
も
行
動
せ
ず
に
、

明
杭
に
も
が
い
て
い
る
く
ら
い
な
ら
、

む
し
ろ
行
動

し
て
失
敗
す
る
ほ
う
が
マ
シ
で
あ
る
。

事
実
、

行
動
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
果
実
は
つ
る
に
つ
い
た
ま
ま
腐
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

必
ず
し
も
県
突
を
も
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

h
F

・A
V

、
‘
、

ふ
ム
ム
M

行
動
し
な
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け
れ
ば
、

私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

私
は
、
今
、
た
だ
ち
に
行
動
す
る
。
私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。
私
は
、
今
、
た
だ
ち
に
行
動
す

る
こ
れ
よ
り
、
リ
ぬ
ふ
t
品

、

『
Z
咽

am--
昔、，，
a
U冒
・何

回
もこ
u慌 の
え丙

る葉
。を

く
り
返
し

く
り
返
し
、

く
り
返
し
、

と
な唱

え
る
。

百
事

t
f
日
司
、

戸
国

μ
日
件

H
H
r

毎
日
、
欠

か
す
こ
と
な
く
、

や
が
て
、

そ
れ
ま
、

M

W

{

j

v

d

，円
1

、，z
r
u圃司

呼
映
の
よ
う
に
私
の
問
慣
の

一
郎
に
な
り
、

そ
れ

に
つ
づ
く
行
動
は
、
ま
ぶ
た
の
動
き
の
よ
う
に
本
能
的
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
る
。



こ
の
言
葉
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
、
自
分
の
心
を
整
え
、
成
功
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て

の
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
な
る
。

敗
者
が
避
け
て
し
ま
う
、

こ
の

一一一AH
葉
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
ね
宇
品
、

『

.2a円
I

，.‘，，
au--

自
分
の
心
を
整
え
、
失

す
べ
て
へ
の

つ
砕
加
品
現
一

一
ι
4
I
U
U
1
し

と
い
う
行
為
ヘ
、

ま
ち
む
か
う
心
の
準
備
が
で
き
る
。

私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

リ
ぬ
十
品
、

司
自
唱

a
m
-
a
，‘，，
ιu

・・

リ
h
A

十
品
、

司
1
唱

anIEa

‘，，
ιν

・・

何
回
も
、
何
回
も
、
何
嗣
も
、

目
を
覚
ま
し
た
と
き
に
、

こ
の
一一
一
日
挺
を
く
り
返

こ
の
一一一一
日
拡
を
附

h

失
敗
者
が
も
う

一
時
間
眠
っ
て
い
る
間
に
、

べ
、y
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ド
か
ら
飛
び
起
き
る
。

私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

市
場
へ
入
る
や
い
な
や
、
こ
の
一
一
一
一口
葉
を
叫
え
る
ふ
り
そ
し
て
、
失
敗
自
が
、

と
た
め
ら
っ
て
い
る
顧
客
に
、

「
断
わ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
」

た
だ
ち
に
し
立
ち
む
か
う
。

私
は
、
今
、

F
E
J
コ
こ
二
j
出

P
F
3
0

7
f
ぞ
l
r
f
窪
、
す
と



の
い
て
い
る
間
に
、

閉
ざ
さ
れ
た
ド
ア
の
前
に
、
ず
と
き
、

そ

の

ド

叩

く

。

私
は

ι-

0) 

を
!I ~1I1 ; ¥ 

λ 

る

そ
し
て
、

失
敗
者
が
、

恐
れ
お
の

私
は
、
今
、
た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

ゅ
う
わ
く

誘
惑
に
出
会
っ
た
ら
、

私
は
、

ι-

0) 

i及:
を
lil i; 
え

た
だ
ち
に
そ
の
場
を
立
ち
去
品

今
日
は
、
も
う
、

こ
こ
ら
で
切
り
あ
げ
、

あ
と
は
明

l
L
し
よ
う
か
、

た
だ
ち
に
も
う

一
品
だ
け
じ
唱
え
う
と
試
み
る
。

と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
と
き
、
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私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

リ
山
中
ja
、

司

A
a
n
1
g

、，gu--

こ
の
言
葉
を
唱
え
、

私
は
、
今
、
た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

市
場
に
お
い
て
、

私
が
評
価
さ
れ
る
の
は
、

私
の
行
動
に
よ
る
結
果
の
み
で
あ
る
。

私
は
、

自
分
の
価
値

を
倍
増
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
の
行
動
を
倍
増
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

リ
山
中
品
、

司

a噌
a
m
-
-
e

‘，，
au

，.

失
敗
者
が
恐
れ
て
歩
か
な
い
所
を
歩
く
。

リ
山
十
・
品
、

1JaaH

・a.
‘，，
E
U冒
・

失
敗
者
が
休
も
う
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
働
く
。



私 敗 あ 子てと失
は私 一 私 者 る 明な私 遅マき 敗フ

;ま イ lま が
。

日 ぜは れ 者
失 オ

、
成私はな

、
だ 私 が

敗成 ン ，6.. 
功 は

、
ら バ5、 と は 沈7 -， 

功は
、

す悪怠2 嘆存 嬰犬

悲ひに た る人 け今た く 金iし
惨A í~Jl ') juLうだ 日で おがだ

》ム ι il-:
HU 品ぶて、 、.

え ち ではが私ち には t) え

不 て れに あ な予のに 低る
|眠いば行 る い約す行 私 く と
。) る 食動

。
。 しべ動 はて キ丸田-

人
o 、~

す 私明たてす
、

もつ
fit 私

。
る は日 日だる す

、 、

ぴ〉 は ftf o 失はでか で fiitf 私
は !!生弱あら に Jjミは

で宇 u候守 布市 るだ そ l-B-k帽・ー 4開 4‘』
n 

せ が で れ YT しが
少ヒ と 吃力、

は強 私 をつかt':.Ld) 

ん心け な J7 は 成てけ
でのば いに忠、な しくる
し安飲 終れ。な (t 
ま り む える失る 行-
、'‘

キLω・;P 
‘】

て I. [投つ i i ~ê' 
li い入者では

ち 乾?;動 あ な
が t'¥ し る

な 各;いて 。 《、

な ，t 
私明 の人

る れ ものlま J J 仁〉

lま と大idd は
も

、
者;思

し死 で人
ん

はが
行で

な苦 -
る動 し

い人 を
し ま
な

、-
つ 日月 な 敗 つ，t 台、 EJ る

れ ら
は 日 が~) ばだ
失で る、 。



私
は
、

自
分
に
命
令
す
る
。

そ
し
て
、

f

へ
ま
1
1
y
f
)
入

1

戸
こ
予
ケ
)
)
ご
-o

乳
官
ト
k

ド
t
ノ

j
uノ
問
ノ

lyfド
ヶ

u
f

私
は
、
今
、
た
だ
ち
に
行
動
す
る
。

成
功
は
、
私
を
待
つ
て
は
く
れ
な
い

u

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
、
彼
女
は
、
他
の
男
と
婚
約
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
な
っ
た
ら
、

成
功
の
機
会
は
水
速
に
去
っ
て
し
ま
う
。

今
こ
そ
、
そ
の
時
で
あ
る
。
こ
こ
こ
そ
、
そ
の
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
こ
そ
、

そ
れ
を
受
け
と
る
べ

-152← 

き
人
物
で
あ
る
。

私
は
、
今
、

た
だ
ち
に
行
動
す
る
。
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